
牛乳・乳製品をめぐる状況 
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○ 酪農の労働時間 

 

 

✔ 酪農家の戸数は年々減少しているものの、H14～15年頃までは規模拡大（1戸当たりの飼養頭数の増加）によって
生乳（せいにゅう：搾ったままの牛の乳）の生産量はほぼ横ばいで推移。 

✔ H15年以降、労働時間の過重、飼料費の上昇等により規模拡大も伸び悩んだことから、生乳の生産量は減少傾向
で推移。 

北海道の例 平成24年 

一人当たり 
労働時間 2,405時間/年 

資料：農林水産省 

「営農類型別統計
（個別経営）」農業経
営関与者から推計 

○ 飼養動向 ○ 生乳の生産量 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 

資料：農林水産省「畜産統計」 

万トン  

年度  

全 国 

北海道 

年 

全 国 

北海道 全 国 

北海道 

戸数（千戸） 
１戸当たり頭数

（頭/戸） 

年 

（千頭） 

戸数、１戸当たり頭数 

800

1,200

戸数 

1戸当たり頭数 

※ 40時間/週（労基法の法定労働時間）働いた場合
（2,080時間/年）に比較して約15％多い。 

  更に、酪農には毎日朝晩、搾乳しなければならない
という周年拘束性が存在するとともに、牧草の刈り取
りなど季節・適期が限定された過重労働も存在。 

H 

H 

経産牛頭数 
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○ 全国の生乳生産量（日均量） 

注：点線は、推測値。 

出典：「平成27年度の生乳及び牛乳乳製品の需給見通しと当面する課題について」 

（一社）Ｊミルク（Ｈ27年1月23日） 

（参考１） 生乳の生産量（日均量） 

 ・ 生乳の生産量には季節変動がある（日本で主に飼われているホルスタイン種は寒さに強く暑さに弱いため）。 
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✔ 生乳は、非常に腐敗しやすい。まず最も鮮度が求められる牛乳や生クリームなどに加工され、最後に保存性の高い
バターや脱脂粉乳に加工。バターや脱脂粉乳は牛乳・乳製品の需給調整弁。 

✔ このため、生乳生産量が減少すれば、バターの生産がより減少する状況。   
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 ○ 生乳の生産量と用途別処理量の推移 

万トン  

牛乳等向け 

バター・脱粉等向け 

クリーム等向け 

チーズ向け 

年度  

○ 生乳の用途 

24年度 25年度 
26年度 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 (4-1月) 

生乳生産量 
761 745 63 65 62 62 60 58 60 58 61 62 612 

(＋1.0) (▲2.1) (▲3.6) (▲3.1) (▲3.0) (▲2.2) (▲1.2) (▲1.6) (▲1.7) (▲0.7) (▲0.5) (▲0.4) (▲2.0) 

バター・脱脂粉乳 
等向け処理量 

175 160 15 15 12 12 12 9 10 11 15 16 125 
(＋6.9) (▲8.1) (▲13.5) (▲11.3) (▲14.0) (▲4.7) (▲1.7) (▲2.3) （▲4.6） （▲0.5） (▲1.6) (▲0.1) (▲5.9) 

バター生産量 
7.0  6.4  0.63  0.57  0.49  0.47  0.47  0.35  0.39  0.40  0.57 0.67 5.0  

(＋11.2) (▲8.3) (▲10.0) (▲17.6) (▲14.1) (▲7.5) (▲8.4) (▲0.8) (＋0.5) (▲5.9) (＋4.8) (＋2.8) (▲6.3) 

 ＜参考：生産量等の推移＞ 単位：万トン、％  

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」､ （独）農畜産業振興機構「指定生乳生産者団体別の受託販売生乳数量等（速報）」 

700
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生乳の生産量 
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減産型の 
計画生産 

○生乳の需要と供給 

○乳製品の在庫量 脱脂粉乳在庫量 

バター在庫量 

食中毒事故 

7.0 
(+2.7) 

3.3 

(+0.4) 

9.3 

5.3 

減産型の 
計画生産 

（注）在庫量は年度末の数値。 

5.9 
(▲1.1） 

(▲1.2） 

2.1 

（参考２）生乳需給の推移 

(▲0.2） 

1.9 

4.8 

(▲1.1） 

(+0.4） 

2.3 

4.9 
(+0.2） 

過去最高 

過去最高 

記録的な猛暑 

4.0 

(▲0.9） 

1.7 

(▲0.6) 

・ 近年の我が国の生乳需給は、天候の変動（冷夏や猛暑）、国際乳製品市況の乱高下等により、変動のサイクルが短くなるとともに、変動   
の幅も大きくなるなど不安定化。 

・ こうした中、22年度の猛暑や東日本大震災の影響等により生乳生産量が減少したこと等から、バター・脱脂粉乳の在庫量は、22･23年度 
と減少。 

・ 24年度は、生産者団体による３年間減産を行わない中期計画生産への取組により、生乳生産量が増加したこと等から、在庫量は、年度 
当初に比べバター、脱脂粉乳ともに増加。 

・ 25年度は、猛暑や頭数の減少等により生乳生産が伸び悩んだ（▲2.1％）ことから、バター、脱脂粉乳ともに在庫量が減少。 
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・ 生乳は、他の農産物と異なり、毎日生産され、腐敗しやすく貯蔵性がない液体であることから、廃棄することのないよ
う需要に応じた生産と緻密な需給調整が不可欠。 

・ 輸入品と競合しない飲用牛乳向け生乳（都府県中心）は、価格が生産コストを上回っており、需要に応じた生産によ
る需給安定が課題。 

・ 乳製品向け生乳（北海道中心）は、保存が利き、需給調整の役割を果たしているが、輸入品との競合に晒されるた
め支援が必要。 

・ 現行の制度は、乳製品向け生乳に対象を絞り、交付対象数量を設けて補給金等を交付することにより、生乳需給全
体の安定を図り、全国の酪農家の経営安定を図っているところ。 

（参考３）生乳需給の構造 

 
  
 

  

輸入乳製品 406万㌧ 

乳
価
（
取
引
価
格
） 

   

115 

75 
70 

北海道 都府県 

  25年度総供給量1,151万トン（生乳換算）  
  

国内の生乳生産 745万㌧ （生産者団体が自主的に計画生産実施） 

生 産 者 団 体、 乳 業 メ ー カ ー 間 で 用 途 別 に 取 引 

50 

円/kg 

 
 

チーズ 289万㌧ 
アイスクリーム等 61万㌧ 

 

自由化品目 

飲用牛乳等向け 

396万㌧ 

生産コスト 

生ｸﾘｰﾑ等

130万㌧ 

ﾁｰｽﾞ 

48万㌧ 

バター・脱脂粉乳等 

160万㌧ 

 
 

バター 
ホエイ 

等 

 
11 

万㌧ 

 

 
学校給食 
用脱脂粉 

乳 等 
 

43万㌧ 
 
 

関税割当
品目 

国家 
貿易 

うち関割外 

1万㌧ 

加工原料乳生産者補給金 
   (311億円)  

国家貿易により
国内需給への
影響を緩和 

 

※ このほか、自家消費等に仕向けられたものがある 
※ 用途別の乳価（取引価格）は、25年度の各用途の代表的な水準を示したもの 
※ 対策の金額は、26年度予算額（所要額） 

   

持続的酪農経営支援  （62億円） 

加工原料乳生産者経営安定対策 

※ 輸入数量は飼料用を除く 
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✔ バターや脱脂粉乳は牛乳・乳製品の需給調整弁であることから、輸入を国家貿易で管理。本年度は、生乳生産
の伸び悩みから、不足が見込まれたバターについて、２月、５月及び９月に、業務用バターの輸入（1万3千トン：国
内消費量の約２ヶ月分）を決定しており、年度内に必要な量を確保。 

 

✔ 一方で、スーパー等において家庭用バター等が品薄であるため、昨年11月に乳業各社へ安定供給に係る取組の
強化を依頼する通知を発出し、乳業各社は、最需要期（12月）の安定供給について最大限努力。 

 

✔ 来年度は、カレント・アクセス分として2.8千トン輸入するとともに、国家貿易によるバター輸入の運用方針を新たに
公表し、これに従って今年５月と９月に輸入の必要性を判断し、必要な場合は輸入すること等を決定。 

 

✔ 直近の生乳生産は、主に乳製品の製造へ向けられる北海道を中心に回復傾向にあり、27年度は、北海道では前
年を上回り（101.3％）、全国でもほぼ前年並み（100.0％）となる見込み。 

※１ カレント・アクセス： 
     （独）農畜産業振興機構（機構）が、国際約束に従って、 
    生乳換算13.7万トン／年のバター・脱脂粉乳等を輸入するもの。 
※２ 追加輸入： 

    機構が、カレント・アクセスによる輸入を実施しても、なお不足
が生じるおそれのある場合に、農林水産大臣の承認を受けて、
バター・脱脂粉乳等を輸入するもの。 

         

ｶﾚﾝﾄ 
※１ 

･ｱｸｾｽ分 

              ※２ 

追加輸入分 
合計 

（製品重量） 

26年度 

輸入決定時期 2月 5月 9月 

13,000 ㌧ 引渡期限 26年9月 26年11月 27年3月 

輸入数量 3,000 ㌧ 7,000 ㌧ 3,000 ㌧ 

27年度 

輸入決定時期 1月 5月 9月 

(2,800 ㌧) 
引渡期限 27年7月 27年10月 28年3月 

輸入数量 2,800 ㌧ 
需給状況を踏まえ、輸入
の有無も含め判断 

● バターの国家貿易の状況 ● 北海道の生乳生産量の見通し 

平成２６年度 千トン 前年比 

第１四半期   973 96.9 ％ 

第２四半期   958 99.3 ％ 

第３四半期   938 100.0 ％ 

第４四半期   951 101.1 ％ 

年  度  計 3,820 99.3 ％ 

6 
出典： 「平成27年度の生乳及び牛乳乳製品の需給見通しと当面する課題
について」一般社団法人Ｊミルク（Ｈ27年1月23日）。 

平成２７年度 千トン 前年比 

第１四半期   984 101.2 ％ 

第２四半期   971 101.3 ％ 

第３四半期   946 100.9 ％ 

第４四半期   970 102.0 ％ 

年  度  計 3,871 101.3 ％ 



機構 

買入価格 
（入札で決定） 

○ 牛乳・乳製品の輸入特性 

鮮度が求められるフレッシュ物
を除き、品質面での国産品の
優位性は小さい 

内外価格が逆転すれば、原料
乳製品としての輸入が急増 

バターと脱脂粉乳は、相互に 
主産物であり副産物でもある 

一方が輸入に置き換われば、 
他方も国内生産は不可能 

バターや脱脂粉乳の
輸入が無秩序に増え
れば、国内の生乳需
給は大きく不安定化。 

○ 牛乳・乳製品の輸入形態 

牛乳・乳製品の貿易（国家貿易の必要性） 

機構 

売渡価格 
（入札で決定） 

（独）農畜産業振興機構が 
輸入する場合 

（国家貿易） 

民間需要者が割当を 
受けて輸入する場合 

（関税割当） 

カレント・アクセス数量 
（＋追加輸入数量） 

関税割当数量 数量制限なし 

輸入価格 輸入価格 輸入価格 

関税：無税～35％ 
  

  関税：バター35％ 
    脱脂粉乳25％ 

マークアップ 
（輸入差額） 

左記によらない場合 

＜用語の解説＞ 
※１ カレント・アクセス： 

   （独）農畜産業振興機構
（機構）が、国際約束に従って、
生乳換算13.7万トン／年のバ

ター・脱脂粉乳等を輸入する
もの。 

 
※２ 追加輸入： 

  機構が、カレント・アクセスに
よる輸入を実施しても、なお
不足が生じるおそれのある場
合に、農林水産大臣の承認を
受けて、バター・脱脂粉乳等
を輸入するもの。 

 
※３ 関税割当： 

  国際約束に従って、アクセス
機会の確保のため、特定の
用途に対して一定の低関税
数量が割り当てられた措置。 

 関税等： 
  バター 
    29.8％＋985円/kg 
  脱脂粉乳 
    21.3％＋396円/kg 
  チーズ 
    29.8％     等様々 

（参考４）牛乳・乳製品の輸入制度 

・ 生乳の生産・需要は、天候の変動（冷夏や猛暑）等の影響により不安定化しやすいため、保存性の高いバターや
脱脂粉乳は需給調整弁の機能を有している。  

・ バターや脱脂粉乳の輸入を国家貿易等により適切に管理することで、国内の生乳需給を円滑に調整し、牛乳・乳
製品の安定供給に寄与している。 
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（参考5）バター不足に関するQ&Aなど 最終更新日 平成27年3月4日 

8 

Q1.なぜバターが不足しているのですか。 

A1. 平成25年の猛暑の影響で乳牛に乳房炎等が多く発生したことや、酪農家の離

農等で乳牛頭数が減少していることなどにより、生乳（＝搾ったままの牛の乳）の
生産量が減少したため、バターの生産が減少し在庫量が大きく減少しました。 

  バターの在庫量が低下してきたため、乳業メーカー等は、安定的な供給を続けら
れるような出荷量に抑制していることや供給不安等を背景として家庭用バターを中
心に購入量が増加したこと等から、店頭のバターが品薄になったと考えられます。 

Q2. 牛乳が不足していないのに、なぜバターが不足したのですか。 

A2. 生乳は、非常に腐敗しやすいため、まず最も生鮮性が求められる牛乳や生ク

リームなどに加工され、最後に保存性の高いバターや脱脂粉乳に加工されていま
す。バターや脱脂粉乳は、生乳が多く生産される時は在庫として積み上げておき、
一方、生乳生産が不足する時は、バターや脱脂粉乳の生産を減らす替わりに在庫
を放出するといった需給調整弁の機能を持っています。 

  このような生産構造となっているため、生乳生産量が減少してくると、バターの生
産量が大きく減少することになります。 

Q3. バター不足に対し、国はどのような対策をしたのですか。 

A3. 今年度、バター不足が懸念されたことや乳業団体からの要請があったことから、
国は、合計１万3千トンのバターの輸入を決定し（バター１万3千トンは、25年度の生
産量の約2割に相当）、27年2月末までにほぼ全量が乳業メーカー等に売り渡され
たところです（3月は、残りの142トンが輸入される予定）。 

        また、昨年11月には、乳業各社にバターの安定供給に係る取組の強化を依頼
する通知を発出し（平成26年11月27日）、乳業各社は、バターの最需要期である12
月のバターの安定供給について最大限努力したところです。 

    これらの輸入等により、年度内に必要なバターは、確保されたものと考えています。 

【Q3の解説】 
  国が輸入するバターは、主にバラバターとよばれる品質保持期限の長い業務用
の冷凍バター（主に25kg）になります。 
  この輸入したバラバターを国産のバターに置き換えることにより、乳業メーカーは、

国産のバラバターに加工されていた生乳を家庭用やポンドバター（業務用・冷蔵バ
ター（約450ｇ））等のバターに回すことができるようになります。このため、現在不足

している家庭用バターの製造に乳業メーカーが注力できるようになり、バターの安定
的な供給につながります。 
  なお、国の輸入においては、消費期限の長い冷凍状態のバターを輸入し需給調

整を行っているため、通常冷蔵状態で流通している家庭用のバターは、輸入対象と
していません。 ＊このほか食味（無塩や加塩ﾊﾞﾀｰ、発酵ﾊﾞﾀｰ）や、形状（ｼｰﾄﾊﾞﾀｰ：ｸﾛﾜｯｻﾝ等に

利用）による種類分けがある。 

バターの種類 

分
類 

バラ ポンド 家庭用 

用
途 

業務用 － 

工場向け 
製菓、飲料等 

店舗向け 

外食、製菓、製パン 

 

料理、パン、菓子 

形
状 
・ 

賞
味 

期
限 

等 

20kg～25kg/個 
冷凍保存２～３年 
イメージ： 
 
 
 
 
 
 （段ボール箱/個） 

450g（1ポンド）/個 
冷蔵保存180日 
イメージ： 
 
 
 
 
 
 

100g～225g/個 
冷蔵保存180日 
イメージ： 
 
 
 
 
 
 

BUTTER 

Q4. 今後のバター需給は、どのような見通しになっていますか。 

A4. 今年度（3月まで）については、A3のとおり合計1万3千トンを輸入すること
としており、年度内に必要なバターは、確保されていると考えています。 

   また、来年度（平成27年度4月～）については、既に2,800トンのバターを
輸入することを決定（平成27年1月23日）するとともに、国家貿易によるバ

ターの輸入に係る運用方針を新たに公表しました。今後は、この運用方針
に沿って、5月及び9月に輸入の必要性・輸入が必要である場合はその数量
を決定することとしているところです。     

         今後も生乳生産や需給動向を注視しながら、製造者や需要者等の関係

者の意見を聞きつつ必要に応じて適時・適切な対応をし、バターを始めとす
る乳製品の安定供給がなされるよう引き続き努力してまいります。 

参照：http://www.maff.go.jp/j/chikusan/gyunyu/butter.html 

Q5. バター生産に必要な生乳の生産は、どのような見通しですか。 

A5. 生乳生産については、現在、回復傾向で推移しており、27年1月について

は、バター等乳製品の多くを生産している北海道では、前年を上回る水準ま
で回復しています（対前年比100.9％（牛乳乳製品統計））。また、27年度の
見通しについても、北海道では26年度を越える生乳生産量（26年度比：
101.3％）が見込まれているところ（（一社）Ｊミルク）。国としても、増産に向け
て、生乳生産基盤の回復のための様々な対策を実施することとしています。 
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